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と予想できる。 3,2,1n のとき成立。 

kn  のとき 
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したがって、 1 kn でも成立。 

ここで、 10  a のとき
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11  、 1a のとき naan  11  であるから 
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例えば、 10  a のとき
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確かに正の数に収束するので 10  a のとき
nn

a
b
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 、 1a のとき nbn   ……(答) 


